
「バロー文化ホール（多治見市文化会館）」は、JR多治見駅から徒歩約10分、国道19号線沿いのアクセスがしやすい場所に立地する、街のオアシスのような文化施設。地場産業であるタイルが、外壁を装う。

水まわりの特長
改修の経緯
多治見市内の中心部に位置し、最寄り駅から徒歩約10分とアクセスのよい場所に立地する「バロー文化ホール（多治見市文化会館）」。大ホールや小ホール、大会議室、展示室、練習室などを有し、コンサート、演劇、講演会、市民文化祭など幅広く利用されている。1981（昭和56）年に開館し、施設や設備の老朽化が進んでいたため、「市民とともにつくり上げた文化を継承し、未来へつながる施設づくり」をコンセプトに、大規模改修に踏み切った。ホールは座席幅を広げ、快適な座り心地を実現。また多様な利用者に対応するため、車いす席も増設した。特にトップ演奏家を呼べる設備を目指し、音響、映像、舞台照明に最新設備を採用。天井・内装も補強を施し、市民から安心して長く愛される施設を目指している。

トイレの特長
大規模改修にあたり、施設内のトイレも改修を実施。一部に和式便器が残されていたが、すべて洋式便器に変更し、ウォシュレットを完備。さらに、利用客のさまざまな身体状況を想定し、市民が利用するトイレの大便器ブースには手すりを設置。お子様用の手洗いカウンターや小便器も設置している。また、大ホールの女性トイレには、改修前に男性トイレの洗面コーナーだった場所を活用し、パウダールームを新設。「はたちの集い（旧成人式）」の身繕いなどでトイレに集中する場合でも、機能分散して快適に利用できるようになっている。バリアフリートイレは、大ホールと小ホールそれぞれに1ヶ所ずつ設置。車いす使用者やオストメイトだけでなく、ベビーシートなど乳幼児連れにも配慮した設備が備わっている。

建築概要
名称	 バロー文化ホール（多治見市文化会館）
所在地	 岐阜県多治見市十九田町2-8
施主	 多治見市
設計	 株式会社	安井建築設計事務所
施工	 建築　　　株式会社飯田建設
	 衛生設備　株式会社池田産業
	 電気設備　小境・林特定建設工事共同企業体
竣工年月	 （改修）2022年12月
敷地面積	 16,422㎡
建築面積	 5,231㎡
延床面積	 7,552㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上3階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498BM	
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5524A	
ウォシュレットPS（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5554APR	
棚付二連紙巻器：YH702／自動洗浄小便器：UFS900R／洗面器：L530
台付自動水栓：TENA40AW／水石けん供給栓：TLK05202J
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W	
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADCZ01L1C1AND1WA	
幼児用小便器：U310GY／ベビーシート：YKA24S
パブリック用手すり：T112CL9、T112CU22／化粧鏡：YM6090A

赤茶系のタイルを用いた内装の女性トイレ。使用状況を遠くからでも確認しやすいよう、扉上部にはモザイクタイルをモチーフとした空室を表示するサインを掲示し、空き状況がひと目でわかるように工夫されている。大便器ブースと向かいあわせに小便器を配置。小便器の足元には、抗菌・抗ウィルス効果で汚れやにおいの発生を抑えるハイドロセラ・フロアPUを採用。手前には、幼児用小便器を設置し、お子様の利用に配慮している。グリーン系のタイルと木目調を基調とした、落ち着いた空間。洗面コーナーの1番奥は、お子様の利用に考慮して、カウンター高さを1段下げている。

館内には、1236席の大規模プロセニアル型ホールをはじめ359席の小ホールのほか大会議室などを有し、多様な目的で利用できる。小ホール前のエントランスには、著名な陶芸家による陶壁の作品が飾られている。

車いす使用者やオストメイトに配慮した設備を完備したバリアフリートイレは、白を基調とした清潔感にあふれる空間。乳幼児連れにも配慮し、ベビーシートを設置している。改修前は男性トイレ洗面コーナーだった場所を活用して、女性用パウダールームを新設。隣人の視線が気にならないよう個別鏡や手荷物の置けるカウンターを設置し、お化粧直しや身繕いがしやすい環境となっている。大便器は、連続洗浄が可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を採用。さらに男女トイレの1ヶ所には、ベビーシートとベビーチェアを設えたひろびろブースを用意している。

大ホール入口横に設けられた男性トイレ。奥は女性トイレやバリアフリートイレの入口。改修にあたり、既存のタイルや陶壁の作品を活かしながら、部分的に手を加えて仕上げられている。
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大ホール	1Fトイレ入口 大ホール入口横に設けられた男性トイ
レ。奥は女性トイレやバリアフリートイレ
の入口。改修にあたり、既存のタイル
や陶壁の作品を活かしながら、部分
的に手を加えて仕上げられている。

大ホール	
1F大便器ブース

大便器は、連続洗浄が可能なパブリッ
クコンパクト便器・フラッシュタンク式を
採用。さらに男女トイレの1ヶ所には、ベ
ビーシートとベビーチェアを設えたひろ
びろブースを用意している。

大ホール	1F女性トイレ	
パウダールーム

改修前は男性トイレ洗面コーナーだっ
た場所を活用して、女性用パウダー
ルームを新設。隣人の視線が気になら
ないよう個別鏡や手荷物の置けるカウ
ンターを設置し、お化粧直しや身繕い
がしやすい環境となっている。

バリアフリートイレ 車いす使用者やオストメイトに配慮し
た設備を完備したバリアフリートイレ
は、白を基調とした清潔感にあふれる
空間。乳幼児連れにも配慮し、ベビー
シートを設置している。

内観 館内には、1236席の大規模プロセニ
アル型ホールをはじめ359席の小ホー
ルのほか大会議室などを有し、多様な
目的で利用できる。小ホール前のエン
トランスには、著名な陶芸家による陶
壁の作品が飾られている。

大ホール	1F男性トイレ	
洗面コーナー

グリーン系のタイルと木目調を基調とし
た、落ち着いた空間。洗面コーナーの
1番奥は、お子様の利用に考慮して、
カウンター高さを1段下げている。

大ホール	1F男性トイレ	
小便器コーナー

大便器ブースと向かいあわせに小便
器を配置。小便器の足元には、抗菌・
抗ウィルス効果で汚れやにおいの発
生を抑えるハイドロセラ・フロアPUを採
用。手前には、幼児用小便器を設置
し、お子様の利用に配慮している。

大ホール	1F女性トイレ	
全体

赤茶系のタイルを用いた内装の女性
トイレ。使用状況を遠くからでも確認し
やすいよう、扉上部にはモザイクタイル
をモチーフとした空室を表示するサイ
ンを掲示し、空き状況がひと目でわか
るように工夫されている。

建築概要
名称	 バロー文化ホール（多治見市文化会館）
所在地	 岐阜県多治見市十九田町2-8
施主	 多治見市
設計	 株式会社	安井建築設計事務所
施工	 建築　　　株式会社飯田建設
	 衛生設備　株式会社池田産業
	 電気設備　小境・林特定建設工事共同企業体
竣工年月	 （改修）2022年12月
敷地面積	 16,422㎡
建築面積	 5,231㎡
延床面積	 7,552㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上3階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498BM	
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5524A	
ウォシュレットPS（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5554APR	
棚付二連紙巻器：YH702／自動洗浄小便器：UFS900R／洗面器：L530
台付自動水栓：TENA40AW／水石けん供給栓：TLK05202J
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W	
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADCZ01L1C1AND1WA	
幼児用小便器：U310GY／ベビーシート：YKA24S
パブリック用手すり：T112CL9、T112CU22／化粧鏡：YM6090A

大ホール	1Fトイレ図面

水まわりの特長
改修の経緯
多治見市内の中心部に位置し、最寄り駅から徒歩約10分とアクセスのよい場所に
立地する「バロー文化ホール（多治見市文化会館）」。大ホールや小ホール、大会
議室、展示室、練習室などを有し、コンサート、演劇、講演会、市民文化祭など幅広
く利用されている。1981（昭和56）年に開館し、施設や設備の老朽化が進んでい
たため、「市民とともにつくり上げた文化を継承し、未来へつながる施設づくり」をコ
ンセプトに、大規模改修に踏み切った。ホールは座席幅を広げ、快適な座り心地を
実現。また多様な利用者に対応するため、車いす席も増設した。特にトップ演奏家
を呼べる設備を目指し、音響、映像、舞台照明に最新設備を採用。天井・内装も補
強を施し、市民から安心して長く愛される施設を目指している。

トイレの特長
大規模改修にあたり、施設内のトイレも改修を実施。一部に和式便器が残されて
いたが、すべて洋式便器に変更し、ウォシュレットを完備。さらに、利用客のさまざま
な身体状況を想定し、市民が利用するトイレの大便器ブースには手すりを設置。
お子様用の手洗いカウンターや小便器も設置している。また、大ホールの女性トイ
レには、改修前に男性トイレの洗面コーナーだった場所を活用し、パウダールーム
を新設。「はたちの集い（旧成人式）」の身繕いなどでトイレに集中する場合でも、
機能分散して快適に利用できるようになっている。バリアフリートイレは、大ホール
と小ホールそれぞれに1ヶ所ずつ設置。車いす使用者やオストメイトだけでなく、ベ
ビーシートなど乳幼児連れにも配慮した設備が備わっている。

外観 「バロー文化ホール（多治見市文化
会館）」は、JR多治見駅から徒歩約
10分、国道19号線沿いのアクセスが
しやすい場所に立地する、街のオアシ
スのような文化施設。地場産業である
タイルが、外壁を装う。
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